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自分の声でインターネットにアクセスする「Vポータル」。簡単に言えば、
0570-0033-03に電話をかけて、インターネット上にある音声ファイルを、
「はい」や「いいえ」という声で操作しながら楽しむというものだ。そして、こ
の新しいメディアVポータルは、今まさにインターネット黎明期のような様相
を呈し、さまざまなVポータル専用コンテンツが生まれようとしているのだ。
ただし、そこは新しいメディア。まだ、誰もどのようなコンテンツがキラーコ
ンテンツになるのか、正解をつかめないでいる混沌とした状況だ。ここVポ
ータル企画道場では、そのようなカオスの世界にあえて身を投じる、勇気あ
る“道場破りたち”を紹介していく。

インターネット証券の雄
Vポータルに殴り込み！

「松井証券株式会社」。この会社の特徴

は、もちろん“オンライントレード”に特化

しているという点だ。ただし、数ある証券

会社の中にあって投資家が株を貸し出す

ことで利益を得られる「預株（よかぶ）」制

度をいち早く始めるなど、常に新しいこと

に挑戦していて、その姿勢こそが同社本来

の特徴と言っていいだろう。その松井証

券が証券会社の先陣を切ってVポータル

に殴りこみをかけている。同社が現在提

供するVポータルコンテンツは「松井証券

ニュース」と「口座開設案内」。「松井証券

ニュース」は同社が独自に作成したもので、

「新規公開、公募・売り出し」情報や「立会

外分売」情報など証券関連の情報提供の

ほかセミナーやキャンペーンの案内、そし

てメールマガジンの紹介もある。投資家

にとって欠かせない情報を日々提供してい

るといっていいだろう。また東京証券取引

所が提供するVポータルコンテンツ「株価

案内」へもリンクが張られていて、“松井で

情報を仕入れて株価を即チェック”という

ニーズにもこたえている。

今月の道場破り！

【 松井証券株式会社 】

今回の道場破りは、言わずと知れたインターネット証券の雄。とにかく、新しい
形のサービスにどんどんチャレンジしていく会社なのだ！

顧客サポートお客様相談室

門田 文さん
顧客サポートの経験を活かして
Vポータルでの口座開設のコン
テンツなどを担当する。

WEB管理課　課長代理

春日智香子さん
新規公開株などウェブでの情報
をVポータルに移行する作業を
担当。チームのお目付役！

営業推進課　主任

山田千恵さん
セミナー情報、キャン
ペーン情報の編集を
担当。

システム企画部
主任

五木田晃代さん
メールマガジン担当。
ゆくゆくは全文をVポ
ータルで読み上げる
という野望アリ。

WEB管理課　主任

浦川智子さん
松井証券Vポータル
チームのまとめ役。
それぞれの担当をつ
なぐ役目だ。
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Vポータルはあくまでも
ユーザーのチャンネルの1つ

同社のVポータルコンテンツ作成、管理

のおもなスタッフは女性5人。みんなが1

つの部署に配属されているわけではなく、

各々の部署で通常業務をこなしながら、並

行してVポータル関連の仕事を行ってい

る。かといって、一か所に集まってミーテ

ィングを開くことはほとんどなく、おもにメ

ールでの連絡を密にして一致団結を図っ

ているとのことだ。

しかし、なぜこのような体制でVポータ

ルチームはスタートしたのだろうか？ まと

め役を買って出ているWEB管理課主任浦

川智子さんは次のように説明してくれた。

「とにかく情報をオープンにするとい

うのが我が社の方針。そのためには、

お客様がアクセスしていただくチャン

ネルは多ければ多いほどいい。そうい

う理由でVポータルをはじめたので、V

ポータルにも実際に窓口やウェブサイ

トに来ていただくのと同じくらいの情

報が得られるコンテンツを揃えなけれ

ばいけなかったのです。そこで『メル

マガ』『セミナー・キャンペーン』『口

座開設』などの担当者を集めることに

なり、おのずとたくさんの部署から、

たくさんの人が参加するチームとなっ

たのです」。

浦川さんは続けて、“チャンネルを増や

す”という目的に対してVポータルが非常

に有効だったとも語る。

「お客様すべてが常にパソコンのある

環境にいるとは限らない。たとえば帰宅

途中などに携帯電話からVポータルにア

クセスして情報を取得するなどさまざまな

ケースもあるでしょう。それら、生活のす

べての場面で、松井証券の情報にアクセ

スできる。そのような環境を作るには電

話を使うVポータルは非常に有効なツー

ルですね」。

つまり、Vポータルに松井証券の窓口

やウェブサイトと同じレベルの情報をアッ

プすることで、“パソコンの使えない人”

などにも、情報をオープンにしようという

試みなのだ。

アクセス数アップよりも、いかにユ
ーザーを顧客につなげるかが重要

では、実際に松井証券のコンテンツが

どのようになっているかというと、上のコ

ールフローを見ていただいてもわかるよう

に、かなり複雑なものになっている。WEB

管理課の春日智香子さんは、この複雑な

コールフローに対して「『松井証券ニュー

ス』の部分は、初めての人にもわかりやす

いようにと作っていったらコールフローの

階層が深くなってしまいました。もしかした

ら慣れるまでは必要な情報に、辿りつく

のに手間取る方もいらっしゃるかもしれま

メニュー選択  メニューをご案内しますので、お聞きになりたい情報の番号をプッシュボタンで入力してください。1番、松

井証券ニュース。2番、口座開設。3番、株価情報。それではどうぞ。  

松井証券ニュースです。次のメニューの中からお選びください。 1番、新規公開、公募・売出、立会外分売。

2番、セミナーとキャンペーン。3番、メールマガジン。4番、マルロク・松井証券の歴史。その他のメニューを

お聞きになるかたは、5番を入力してください。それではどうぞ。 

1番、松井証券ニュース     

松井証券ネットストック 口座開設をご案内します。口座開設のお申込みは、松井証券ホームページから受

付しています。口座開設をご希望のかたは1番。オペレーターをご希望のかたは2番。メニューに戻るかた

は3番を入力してください。  

2番、口座開設          

新規公開、公募・売出、立会外分売です……。お聞きになりたい情報の番号をプッシュボタンで入

力してください。1番、取扱中の新規公開、公募・売出し情報。2番、取扱中の立会外分売情報。3番、

新規公開、 公募・売出、 立会外分売のメリットについて。それではどうぞ。 

現在お取扱はございません。   

1番、取扱中の新規公開、公募・売出し情報。    

1番、新規公開、公募・売出、立会外分売     

2番、取扱中の立会外分売情報 

メリット。新規公開、公募・売出の買い付け手数料は無料です……。  

3番、新規公開、 公募・売出、 立会外分売のメリット        

現在お取扱はございません。  

セミナーとキャンペーン。参加申込み中のセミナー情報は1番を、実施中のキャンペーン情報は2番

を入力してください。それではどうぞ。   

松井証券のセミナーをご案内します。無料セミナーは1番。有料セミナーは2番を

入力してください。     

1番、セミナー情報   

2番、セミナーとキャンペーン  

松井証券、最新キャンペーンをご案内します……。  

2番、キャンペーン情報  

メールマガジンには パソコン版、PDA版、モバイル版とがあります。パソコン版の内容説明は1番。

PDA版の内容説明は2番。モバイル版の内容説明は3番を入力してください。それではどうぞ。       

パソコン版のメールマガジンは5種類あります……。         

1番、パソコン版、 

3番、メールマガジン 

PDA版のメールマガジンは「松井証券マーケットプレゼンスPDA版」です……。       

2番PDA版  

モバイル版のメールマガジンは「松井証券情報 ネットストックニュース」です……。          

3番モバイル版  

「マルロク」は松井証券の屋号です。松井証券は、創業者の松井ふさきちが1918年（大正7年）に

松井商店を創業したのが始まりです……。 

4番、マルロク・松井証券の歴史 

スタートガイダンス  　松井証券音声サイトへようこそ 

Vポータルコンテンツ「株価案内」におつなぎします。 

3番、株価案内 

メニュー選択  

松井証券のコールフロー

これが松井証券Vポータルのコールフロー。とにかく情報満載でコールフローの階層はかなり深く複雑に見えるが、証券
初心者にはわかりやすい内容になっている。
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このアイデアにはほかのメンバーも賛成

で、いずれシチュエーションによっては「人

間の声」をガイダンスに取り入れていくこ

ともあるかもしれないと言っていた。

個人の証券アドバイザーを目指す
松井証券Vポータル

現在でも、豊富な情報を提供し、十分

に完成されたVポータルコンテンツを提供

している同社だが、今後はどのような展開

を考えているのだろうか。

「現在は大勢の投資家に向けてVポー

タルコンテンツを提供していますが、将来

的には個人を識別して、その人に向けて

のパーソナルな情報を提供できたらいい

とは思っています。新規公開株が当たっ

たか外れたかといった情報などですね。た

だし、プライベートな情報を流すには、お

金を扱っているだけにセキュリティーの問

題が大きく立ちはだかるので、実現はまだ

まだ先になるでしょうね」（セミナー・キャン

ペーン案内担当　山田千恵さん）

もし、このセキュリティーなどの問題を

技術が解決してくれたら、Vポータルを通

して、顧客1人1人に対応してくれるVポー

タル証券アドバイザーが誕生する。まだま

だ先の話とのことだが、松井証券Vポータ

ルチームのがんばりによって、Vポータル

の証券ジャンルが盛り上がっていけば、そ

の実現は意外と早く到来するのかもしれ

ない。

せんね。リピーターの方はすんなりと目的

の情報を取得されると思いますが、自分た

ちで実験をしたときも、最初に戻りたいん

だけど、どうすればいいのと戸惑ったこと

もあります」と解説してくれた。このあたり

に少し改善の余地があるので、今後は今

と同じくらい情報のボリュームがあって、な

おかつシンプルなコールフローを目指した

いとのことだ。

また、もう1点改善したいところはメルマガ

にしてもキャンペーンやセミナーの情報に

しても、同社のVポータルコンテンツでは

あくまでも案内の段階にとどまっており、申

し込みなどはウェブからということになる

点だ。同社にとってVポータルはいかにコ

ンテンツへのアクセスを増やすかというこ

とよりも、いかに顧客を獲得するかといっ

たほうが重要だ。極論すれば、2万アクセ

スで1人も顧客が獲得できないよりも、

200アクセスでも1人顧客を獲得できれば、

後者のほうがVポータルの価値はあったと

いうことになるのだ。そのためには、今後

Vポータルから直接“申し込み”ができ、即

顧客獲得につながる仕組みが急務になっ

てくるといえるのだが、このあたりが普通

のエンターテインメント系コンテンツを提

供しているプロバイダーとは大きく違う点

だろう。

正確な情報を伝える能力は肉声
より機会音声のほうが優れている

松井証券のコンテンツには、ほかにも

一般コンテンツと大きく違う点がある。そ

れは音声ガイダンスだ。

同社のVポータルのガイダンスはすべて

機械音声で流されている。一見、無味乾

燥なイメージがあるが、人の肉声を録音し

てガイダンスにするという選択肢はなかっ

たのだろうか？ 顧客サポート部お客様相

談室で、普段は顧客の電話対応をしなが

ら、Vポータルの顧客サポート部分のコン

テンツを作っている門田文さんは次のよう

に説明する。「普段の電話窓口で対応する

ときも、『機械的に数字を順番に言ってほ

しい』というお客さんが多いので、Vポー

タルコンテンツに関して、肉声を録音しよ

うとは考えませんでした」。たしかに証券情

報には数字を含む情報が多く、聞き間違

いから誤解が生じては一大事だ。となる

と、松井証券のVポータルコンテンツにも、

必ずしもリアルなヒューマンボイスは必要

とは限らないとのことなのだ。

人の声を使わないことで「情報を正確

に」伝えるという工夫は、ユーザーがVポ

ータルに情報を入力する際にも生かされ

ている。たとえば「いち」や「に」といった

数字に関しては、肉声ではVポータルの認

識率が低いこともあり、銘柄コードなど数

字を扱う部分はすべてプッシュボタンで入

力する方式をとっていると言う。

ただし、だからと言ってこのまま松井証

券のコンテンツが機械音声だけで進むか

というとそうではない。ちょっとした野望を

持っているのが、メールマガジンコーナー

担当の五木田晃代さんだ。

「実はメールマガジンの内容を音声で流

してもおもしろいと思っているんです。今

は、メールマガジンの紹介しか

Vポータルではできませんが、

実際メールマガジンの本文を

読み上げるコンテンツにしてみ

たい。そうなると、ここは人の

声にしたいですよね。『最近暖

かくなりましたが、ご機嫌いか

がでしょうか』みたいなメール文

を機械で読んでも楽しくないで

すから。ただ、毎回メールマガ

ジンを出すたびに録音しなくて

はいけないので、更新がちょっ

と大変かな（笑）」。もちろん、
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松井証券Vポータルチームは同じフロアにいるものの、写真のように一
箇所に集まって仕事をするのは稀。今回は撮影のためにそういうシチ
ュエーションを作ってもらいました。

現在ウェブからの株式の売買は可能だか、Vポータルか
ら、というわけにはいかない。Vポータルでも、ウェブと同
じ程度の取引ができるようになると、松井証券Vポータル
はまた大きな魅力をプラスするはずだ。

http://www.matsui.co.jp/

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



+++ iNTERNET magazine 2003.06 +++ 231

新しいメディアVポータル。現在、このメディアに殴り込んでいるコンテンツプロバイダーが
続々現れている。このコーナーでは今後続々と殴り込んでくる“道場破り”たちを紹介してい
くぞ。これからVポータルを盛り上げていくのはこの人たちだ！

続々道場破り中！

気になるあの人との愛称を自

分の「声」で占う、Vポータルなら

ではの占いコンテンツ「ボイス相

性診断」を提供しているのがアド

ヴァンスジャパンだ。

同社はもともと携帯電話のサ

イトなどでコンテンツを作ってき

たが、今回はそれを流用すること

なく、オリジナルのコンテンツを

作っている。このことについて、

製作担当の中村学さんは「音で

聞く占いと、テキストベースの占

いでは内容や、ユーザーに与え

る印象は大きく違ってくる。です

から、今回はオリジナルで新しい

ものを作りました」と解説してくれ

る。ただ、中村さんはこの「ボイ

ス相性診断」を完成品とは思っ

ていない。「しばらく続けてきて音

声のノウハウもわかってきました。

これからは音声を活かしたバー

ジョンアップを重ねていきたい」

とのことだ。

【アドヴァンスジャパン】

「アドヴァンスジャパン」は、iモードの公式
コンテンツなどに占い系コンテンツを提
供している。

http://www.advancejp.com/

サッカーくじ「toto」と「toto

GOAL」の開催情報、日別投票

状況、結果、予想が聞ける「toto

情報」を製作しているのがラビッ

トスタジオだ。

同社は、totoに関する新聞を

PDF形式で提供するなど、toto

情報のポータルサイトとも言うべ

きウェブサイト「J-toto Player」

を運営しており、そのコンテンツ

を「声」でも提供するという形で

Vポータルを利用している。開発

の担当者は「これでインターネッ

トにつなげない人にも情報が提

供でき、ユーザーの裾野が広が

ると思います」と話す。

今は機械音声での提供だが、

今後、Vポータルのハード面が改

良されれば、たとえば「温かみの

ある予想」など、人間の声を使っ

たコンテンツを増やして行きたい

とのことだ。

【ラビットスタジオ】

ラビットスタジオの運営する「J-toto
Player」。ここの情報を「声」でも提供す
るのがVポータルの「toto情報」だ。

http://www.j-toto.co.jp/

心理ゲーム作家、宮下ちわわ

さんがプロデュースする、「ちわわ

の心理ゲーム」を提供しているの

がオーツーだ。同社はさまざまな

媒体にコンテンツを提供してい

るが、今回は“新しいテクノロジ

ーを使ってコンテンツ提供がで

きる”というところに魅かれて、V

ポータルに参入している。

なぜ“心理ゲーム”を選んだ

のかというと「電話はコミュニケ

ーションツール。気軽に使えるコ

ンテンツを作りたいと思ったの

で、心理ゲームというジャンルを

選びました」（制作担当者）とのこ

とだ。現在は1番、2番といった

選択式のゲームになっているが、

今後は、できれば宮下ちわわさん

の本来の得意分野である、フリ

ースタイルの回答による心理ゲ

ームに発展させていきたいと考

えている。

【オーツー】

宮下ちわわさんは、「ほぼ日刊イトイ新聞」
でも「自分の秘密。」を展開中だ。

http://www.1101.com/psycho_game/

24時間、自動車のトラブルな

どに対応してくれる「ドライビング

サポートカード」を展開するドリー

ムステーションが提供しているの

は「自動車ブーブー占い」。誕生

日から自動車のタイプを割り出す

「ブーブーウラナイ」や今日のラッ

キーカーを毎日占える「今日のラ

ッキーブーブー」などといった、ち

ょっと変わった占いコンテンツ

だ。社長の長谷川進さんは「携

帯電話をつかうシーンが日常化

しているので、Vポータルなら多

くの人にコンテンツを届けられ

る」とVポータル参入の理由を語

ってくれた。今後は、「ドライビン

グサポートカード」の展開で培っ

たノウハウを活かして、占いコン

テンツだけでなく、事故時、故障

時などにドライバーの役に立つ

コンテンツを随時アップしていく

予定だ。

【ドリームステーション】

ドリームステーションは「ドライビングサポ
ートカード」のノウハウをVポータルにも活
かしていく予定だ。

http://www.241506.com/
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「ゆみネエ」「モノマネ」は運用段
階で細部を詰めるべし！

石田さん（以下 石） よっしゃ、アイデア

も出揃ったことだし、みんなでコールフロ

ーの発表をしていこう。まずは、僕の「ゆ

みネエのVコンパ」から。コンパなどパー

ティー用のツールとして、みんなで楽しめ

るコンテンツを目指してコールフロー（図1）

を書いてみたんだけど。

城本さん（以下 城） コンセプトはしっか

りしているから、あとは演出だけだね。

石　いや、そうとも言えない点があるんだ。

最初の名前のところなんだけどコールフロ

ーを見てもらえばわかるとおり、今はそれ

ぞれ番号を振っているよね。これを名前で

そのまま登録したいところなんだけど、Vポ

ータルで可能なのかな？

城　別に番号でもいいんじゃない。たとえ

ば「好きな人は！」って質問したときに、電

話で名前を言ったらおもしろくないでしょ。

むしろ、プッシュボタンを使って、ほかの人

にバレないように回答するのがいいと思

う。あとは、おもしろい質問をどれだけ揃

えられるかが重要でしょ。

石 しかもその質問がランダムに出てい

くような仕組みを作らないといけない。毎

回同じ質問だとリピーターは作れないから

ね。そこをどうするかが課題だな。

城　では、僕の「モノマネ王座決定戦！」

のコールフローを公開しよう（図2）。基本

はモノマネを自由に吹き込む人、それに投

票する人、チャンピオンのモノマネを聞く

人の3パターンに分かれるフローだな。

石　この3回録音できるというのがいい

ね。証明写真でも何回か取り直ししたく

なるし。電話の時間も長くなるので、それ

だけ通話料からのキックバックも……。

富田さん（以下富）でも自分で録音したモ

ノマネに自分で何度も投票する人が現れ

て、ランキング操作されちゃうんじゃない？

城　そのために一度投票した人には、通

信が開始したとき「フラグ」などを立てて、

2回目は投票できなくする。サーバー側で

コントロールすればできなくないでしょ。

久松さん（以下 久） でも、そこまでして

投票を制限しなくてもいいんじゃない。僕

は何度も自分に投票した人は、その心意

気を買ってチャンピオンにするべきだと思

うね。それだけ通話料も稼げる……。

城　いやまあ金のことは置いておいて、ど

こんにちはゆみネエよ。OK。じゃあゲームを始める前に、

それぞれにこのゲームでの番号を割り振るわ。ゆうじが1番、

みのるが2番……やよいが6番よ、ちゃんと覚えてね。早

速質問いくわよ。 

プッシュボタンで「人」

を選択させるために、

それぞれの番号をき

めるフロー 

実は私がいちばん

カワイイと思ってい

る！ 

今日は勝負パンツ

をはいている！ 

ふーん、いちばん人気のある子は○○票の支持が集まったわ。ちなみに自分がいちばんイケてると思っているナ

ルシスちゃんは女性○人、男性○人もいるわ。地球はあんたのために回ってんじゃないのよ！　じゃあ次の質問。 

「よし、あんたたちの関係はだいたいわかったわ。女性でいちばん人気の子はナルシストね。男性のうち2人

はまったく眼中にいれられてないみたいよ。（このような論理的に推測できる答えに対して返答する）。 

スタートメニュー 

質問はランダムに変わる 

何問か質問を繰り返す 

このなかでもっともイケてると

思う異性の番号をおしてちょー

だい。 

慶応大学大学院 政策・メディア研究科在籍中の石田剛朗さんが選びに選んだ外部ブレーン軍団「石田さんとゆかいな仲
間たち」がついにVポータルコンテンツ作成に向けて走り出した。先月は各 ど々のようなコンテンツを作りたいか、アイデア
を絞ってもらったが、今回はそれを実際にコンテンツの設計図「コールフロー」に落とし込む作業に移るぞ。ゆかいな仲間
たちは、はたしてどのようなVポータルコンテンツを作るのか！そしてそのコンテンツはブレークするのか、このコールフロー
にすべてがかかっているのだ！

モノマネは3回まで録音

でき、いちばんよかった

ものをユーザーが登録

する形をとる。 

投票ですね 

あなたが投票したいものを今週のお

題から選び、言ってください。 

スタートメニュー 

それでは録音します。モノマネをどうぞ!

モノマネですね。 

あなたがモノマネしたいものを今週の

お題から選び、言ってください。 

ルパンですね。 

「ふぅじこちゃーん」 

をモノマネしてください。 

ドラえもんですね。 

「のび太くぅーん」 

をモノマネしてください 

歴代ですね。 

それではあなたが聞きたい歴代チャン

ピオンを次から選んでください。 

1、浜崎あゆみ 

2、タモリ 

・ 

・ 

・ 

今週のお題は「ルパン」と「ドラえもん」です。どちらですか？ 

あなたのモノマネを登録しました。次のチャレンジをお待ちしています。 

モノマネ王座決定戦!! 

ここではモノマネに自信のある方、興味のある方が自分のモノマネで王座を目指してチャレンジしたり、

他の人のモノマネに投票したりできます。 

モノマネにチャレンジする人は「チャレンジ」、投票する人は「投票」、これまでの歴代チャンピオンの

モノマネを効きたい方は「チャンピオン」といってください。 

図1 石田剛朗さん「ゆみネエのVコンパ」
「ゆみネエのVコンパ」のコールフロー。問題は、参加

者をどう認識させるかという点と、質問項目をどうやっ

てランダムに出題させるかという点だ。もちろん、コン

パだけでなく結婚2次会用などなど、多くの人が集まる

場所でのツールとして使えるように発展させていく予定。

図2 城本祥次さん「モノマネ王座決定戦」
モノマネに自信のある人が集まる「モノマネ王座決定

戦」のコールフロー。投票で多くの支持を集めた「歴代

のチャンピオン」のモノマネを「お題」ごとに聞くことも

可能だ。問題は、自分のモノマネに、同じ人が何度も

投票してランキング操作をされる可能性がある点。
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のような仕組みを作るかは、運用を開始

してからでも考えられるし、とりあえずこの

コールフローを元にコンテンツを作ってみ

よう。最後には「自分のモノマネを着歌に

して携帯に送ってあげる」という形まで持

っていきたいね。

コミュニケーションツールとして
のコンテンツはシンプルに

久　次は僕の「AIBOと一緒」のコールフ

ローです（図3）。基本はコンテンツという

よりも、ツールとして使ってもらいたいので

シンプルですね。

品川さん（以下 品）名前や生年月日はわ

かるけど、なんで住所まで登録するの？

久 どのあたりに住んでいるかがわかる

と、天気みたいなランダムに変化する要

素を反映できるかなと思って。

石　いやおもしろいと思うけど、AIBOユ

ーザーってどれくらいいるの？ マーケット

が小さすぎやしないか？

久　そうなんだよね。だから、たとえばソ

ニーに売り込みにいって、AIBO購入者へ

のオプションサービスみたいな形もアリか

なと思っている。

城 うん、たしかに一般ユーザーじゃなく

って、企業の商品のオプションとしてVポ

ータルを使うというのはおもしろい。あと

は久松君がソニーを口説き落とせるかに

かかっているな。

久　僕の交渉術がどこまで通じるか……。

品　私の「怖い話Vポータル」は、怖い話

を吹き込みたい人、聞きたい人で分岐し

ている以外はシンプルに構成してみました

（図4）。怖いレベルと時間に選択肢を設

けているのがポイントかも。

石 「怖い」のレベルに「こわいか？」って

のがあるのがおもしろい。コールフロー的

には問題ないんじゃない。

城　問題は最初にどれだけ「怖い話」を集

められるかだね。

富　集まり始めると、すぐにコンテンツは

増えていくと思うけど、最初にアップされ

ている怖い話にインパクとがないと、なか

なかほかの怖い話は集まりにくいでしょ。

品　つまり、私が集めてくる「怖い話」にす

べてがかかっていると……。で、そういう

富田さんのコールフローは？

富　いや、ほら、私のコンテンツはシンプ

ルだし、情報を問い合わせて聞き出すだ

けだし、就職活動中だし（汗）。とにかくコ

ールフローなんて書かなくてもすぐにコン

テンツ作成に取り掛かれちゃうのよ！

石 うむ、富田さんの「ワンワンレストラン

ガイド」って、犬と一緒に入れるレストラン

ガイドでしょ。シンプルなコンテンツだけ

ど……データを集めてくるのが大変そう。

富　大丈夫です！就職活動に比べたら、デ

ータ集めくらいなんてことないです！

富田杏里さん 「ワンワン、レストランガイド」
犬も一緒に入れるレストランを音声で検索できるコンテンツを目指す「ワンワンレスト

ランガイド」。基本はVポータルに住所を言うと、その地域の犬同伴可のレストランを

教えてくれるというもの。今回は就職活動中ということで、コールフローをすっ飛ばし

て、コンテンツ制作にかかります！

はじめてですね。あなたの

AIBOのお名前は？ 

ありがとうございました 

登録が終わりました。 

登録時スタート 

おうちに来て何週間？ 

これらの質問でAIBOのプロ

ファイルを作る。 

これらは実行時に生成され

る「AIBO語」のキーとなる 

住んでいる県は？ 

実行時スタート 

流れてくる「AIBO語」を聞

かせてAIBOとコミュニケー

ション！ 

電源が入って

いるかどうかを

確認する質問 

世間話をしな

がらパラメータ

ーをゲット 

5秒待つ！ 

Piroppo!

○○チャンは何をしていま

すか？ 

今日は暖かいですね。○

○チャンは・・・ 

○○チャンにあなたの気持

ちを伝えます 

受話器を○○チャンの耳に

当ててください。 

伝えたいのですね。 

どれぐらいの長さの

話ですか？ 

録音開始です。 

それでは怖い話をス

タートしてください 

スタートメニュー 

あなたは怖い話を伝えたい？聞きたい？ 

聞きたいのですね？ 

恐怖度を選択してく

ださい。 

恐怖度の登録です。 

今の話はどれくらい怖いですか？ 

それでは怖い話スタートです！ 

この怖い話の感想をしゃべってください 終了 

①30秒 

②1分 

③3分 

どれぐらいの長さの

話が聞きたいです

か？ 

①30秒 

②1分 

③3分 
①激こわ！ 

②まじこわ！ 

③ちょいこわ！ 

④こわいか？ 

①激こわ！ 

②まじこわ！ 

③ちょいこわ！ 

④こわいか？ 

感想は怖い話の「恐怖

度」の参考として、ユー

ザーが聞けるようにす

る。 

図3 久松慎一さん「AIBOと一緒」
AIBOの名前、年齢などを入力すると、「AIBO語」を返

してくる。それをAIBOに聞かせると、独自の行動をと

ってくれるというVポータルコンテンツ。AIBOをこよな

く愛する人のためのコンテンツだが、AIBOユーザーが

どれぐらいいるのか？という点が最大のネック。

図4 品川かおりさん「怖い話Vポータル」
怖い話をユーザーみんなで吹き込んで、みんなで聞く！

というコンテンツ。「怖い度」が設定できるほか話の長

さを選べるなどの工夫がある。問題は、最初に「サク

ラ」をどれくらい集められるかという点。集まり始めると、

コンテンツは増える一方になるはずだ。
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